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会議資料 　令和7年度　秦野曽屋高等学校　第１回学校運営協議会

神奈川県立秦野曽屋高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

◎校長あいさつ、委員の委嘱
◎委員・職員の紹介、議事録HP公開についての承諾確認
◎会長互選、これより運営は会長、会長挨拶：引き続き会長として協議会を支援していきたい。
◎本校概要説明　校長より： ４月に着任した。委員と協力し、地域と連携していきたい。 
◎学校評価報告書について各グループより
【協議】令和７年度　学校評価報告書について
◯教育課程、学習指導について
　　これまでの取組を推進していきたい。英検受験者６５名（前年５３名）となった。準２級はスムーズにいけるが、２級はハードルが高い。準１級１
名合格した。
　　授業力向上推進については、これまでの取組をさらに推進し、主体的・対話的で深い学びの実現を図っていきたい。
〇生徒会支援について
　　部活動活性化に向けて部活動の紹介を早い段階から実施した。体育祭、文化祭を通して、主体的な取組を推進していきたい。
◯生徒指導・支援について
　　資料ｐ１４、教育相談に力をいれており、外部講師による「性感染症講演会」、「デートDV」、「LGBTQに関する講演会」を実施予定。「地域
連携による高校生のこころサポート事業推進校」を通して、教育相談等に係る取組を推進していきたい。
〇進路について
　　オープンキャンパスへの参加を促し、体験を増やしていきたい。
　　資料ｐ４５について、２学期で進路が決まる傾向が強いため、夏休み前には行きたい進路を絞り込む必要がある。（１・２年の段階で取組が必
要となる。）
　　１年生からしっかりと勉強に取り組んだ生徒は一般入試でも結果を出している。
〇地域連携について
　　夏季福祉体験50名参加しているが、参加数自体が減少している。今年度の夏季福祉体験ガイダンスでは、114名が参加。
〇学校管理について
　　環境美化について普段の清掃だけでなく、PTAと連携し美化活動を推進している。地域貢献活動にも取り組んでいきたい。
　　PTAではふれあい美化清掃、曽屋サプリ等でボランティアを呼びかけ様々な活動を実施している。
　　防災について、生徒に考えさせる場面を設定していきたい。実際の行動について訓練を行った。講話の中で、避難所では地域の支えになる
ことも伝えていき、震災の際の意識を高めた。
<協議＞
・評価の観点で「学校の近隣の知らない人にも挨拶できるよう・・・」文言についてもご検討いただきたい。
・これまでの取組について引き続き推進していただきたい。
・夏季福祉体験の参加者の低下について改善を図っており、生徒のキャリア形成に役立てることがあれば引き続き貢献したい。
・自治会への要望等あればお知らせいただきたい。交通面では通学路など、安全に気を付けていただきたい。
・生徒会活動の裏付けを意識していただければこのまま取り組んでいただきたい。
・ホームページの充実について、インスタ等のSNSを見るのではないか。訓練は訓練でやっただけにならないようにしてほしい。
　→youtubeについて、ホームページで掲載済み。
・避難訓練について他校での取組の情報を収集したほうがよいのではないか。
　→初期行動の避難では混んでいないところを、職員も場所を決めずに見守る場所を意識させ、自分たちが判断できるように工夫を行った。休
み時間などを想定した訓練も、少しずつ取り入れていきたい。
・外部の人が避難してくることについて検討していく必要があるのではないか。
・災害時は一時的に校門前に集合し、避難場所へ割り振っていく。
・学校行事ではダンス部以外にも交流ができればありがたい。行事について本町フェスで、リーダー研修等やっていたら教えていただきたい。
生徒会での交流ができたらありがたい。子どもたちへのアンケートで変容を見てもよいのでは？
　→リーダー研修はしていない。
　→部活動の中で、野球部はできないが、高校生と交流をしていくのもよいと思う。
・PTA主催の行事にはダンス部は来てもらっている。
　→小学校の家庭科（ミシン）の授業において本校家庭科教諭がお手伝いに伺い小学生と交流をしていた。本校の進路で教育に進んでいる
生徒もいるので、来てもらえたらありがたい。
・防犯について、何かしているか？
　→防犯について、防犯の家はPTAの厚生委員会としてお願いしている。場所等は一覧にしていないため、今後検討していきたい。（子ども１１
０番は市PTA連）危機管理マニュアルは作っている。防犯カメラも設定している。刺股も常備している。
・英検の取得者が伸びている。表彰等も実施。９、１２、１６名と一般受験者も増えていることとつながっている。教員同士も連携し、生徒の学力を
高めていってほしい。定員割れについて懸念している。今が踏ん張りどころだと思われる。総括教諭や管理職も含め、同じ方向で取り組んでい
ただきたい。

◎会長より：次回の10月31日は授業を見ていただいて、協議の時間を設けたい。

議事録


